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山野に多いエゴノキ科の落葉高木で、高さ

は10mぐらいになる。枝から釣り下がるよ

うに白い花が咲くことが特徴。実は苦み成

分（サポニン）が含まれており食べられない

が、すりつぶすとよくあわだつので、かつて

は洗濯に使われた。

（花期：5月）
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